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要旨：大腿骨頚部骨折に対し Hannson pin を用いた骨接合術術後に，大腿骨転子下骨折を生じた
２例を経験した．症例１は７４歳女性．Hannson pin により大腿骨頚部内側骨折骨接合術を行い術後
７日目に転倒し，遠位ピン刺入部で骨折を認め，Hannson pin を抜去し Ender 釘による骨接合術を
施行した．症例２は４２歳男性．Hannson pin による骨接合術を行い，術後６週にトイレでかがんだ
際に大腿部痛を自覚し，遠位ピン刺入部で骨折を認めた．Hannson pin を抜去し Ender 釘による骨
接合術を再度施行した．
症例１では骨脆弱性が基盤にあり，転倒により Hannson pin 刺入部の大腿骨外側骨皮質欠損部
に外力が集中し，転子下骨折が生じたと考えられた．症例２では股関節屈曲時に，腸腰筋収縮によ
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